
1 菊名コミュニティハウスで活動中に災害が発生したら？ 

          （活動中の団体の場合） 

 

（1） 常日頃の準備 

 ★避難経路図 非常口の確認 

    各部屋に避難経路図が掲示してあります。利用する部屋や、時間前に待つ 

    交流ロビーなどの避難経路の確認をお願いします。 

   ※２階 S室 バルコニーからの避難経路について 

     バルコニーから螺旋階段へ下りるところに鍵がかかっています。手で 

     カギを開けることができるので、開けて、下りてください。（屋上へは 

     あがれません。）螺旋階段をおりると、戸を開けて屋外に出れます。）   

    屋内の階段が使えるときは、なるべくバルコニーからの避難通路は使わな 

    いで屋内階段を使って避難してください。その方が早く安全です。 

 

      ★災害避難場所～菊名小学校の場所を確認 

 

（2） 火災が発生した時 

 火災に気づいたら大声で周囲・職員に知らせる。→避難 

 （火災の館内放送が流れたら）→避難 

表玄関もしくは裏の非常口から、屋外へ → 菊名町公園へ 

 焦らないで落ち着いた行動を  

 団体のメンバーは、お互いの状況を確認して、（なるべく）皆と一緒に行動を 

  （一人で荷物を取りに戻ったりしない。） 

 

（3） 地震が発生した時 

大きな揺れを感知もしくは緊急地震放送が流れたら→ 

ガラス戸、書棚（Ｓ室）、棚（Ｂ室）等からなるべく離れ机の下で頭を守る。 

   待機中に職員が確認にきたら、けが人の状況などを伝える。 

   災害避難場所への避難等を促す館内放送が流れたら→屋外に避難 

    →指示に従って災害避難場所へ避難 

団体のメンバーは、お互いの状況を確認して、（なるべく）皆と一緒に行動を 

  （一人で荷物を取りに戻ったりしない。） 

 

（4） 災害発生直後の施設へのお問い合わせは極力避けてください。 

以後の運営については、発表できる段階で極力早く発表いたします。 


